
ぐんま県境稜線トレイル活用促進協議会規約

（名称）

第１条 本会は、ぐんま県境稜線トレイル活用促進協議会（以下「本会」という。）と称する。

（目的）

第２条 本会は、ぐんま県境稜線トレイルの活用を推進し、国内外から愛されるロングトレイルへ

の発展を目指すとともに地域活性化及びアウトドアスポーツの振興を図ることを目的とする。

（事業）

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号について協議し、関連する事業を行う。

（１） 稜線トレイルと地域観光資源を結びつけた活用手法に関すること

（２） 利用者の安全性確保に関すること

（３） 適切な登山道管理に関すること

（４） 国内外からの誘客に関すること

（５） 稜線トレイル周辺の自然環境保全に関すること

（６） 稜線トレイルの活用を通じたアウトドアスポーツの推進に関すること

（７） 隣接するトレイルとの連携に関すること

（８） その他目的を達成するために必要な事項に関すること

（構成）

第４条 本会は、別表に掲げる団体をもって構成する。

（役員等）

第５条 本会に、別表のとおり次の各号に掲げる役員を置く。

（１） 会長 １名

（２） 副会長 ５名

（３） 運営委員長 １名

２ 前項の役員に加え、別表のとおり次の各号に掲げる特別役員を置く。

（１） 顧問 ３０名

（２） 監事 ２名

３ 監事は、会長が指名する者を充てる。

（役員等の職務）

第６条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、副会長のうち群馬県副知事の職にある者

が、その職務を代行する。

３ 運営委員長は、本会の業務を統轄する。

４ 顧問は、重要な事案の諮問に応じるとともに、本会運営に参画する。

５ 監事は、本会の業務及び会計を監査する。



（オブザーバー）

第７条 本会に、別表のとおりオブザーバーを置く。

２ オブザーバーは、会務について助言する。

（会議の種類）

第８条 本会に次の各号に掲げる会議を置く。

（１） 総会

（２） 運営委員会

（総会）

第９条 総会は、役員をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。

２ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。

（１） 事業計画及び事業報告に関する事項

（２） 予算及び決算に関する事項

（３） 会則の制定及び改廃に関する事項

（４） その他本会の運営に関し重要な事項

３ 総会の議長は、会長が行う。

４ 総会は、役員の現在数の過半数の者が出席しなければ、議事を開き、審議決定することは

できない。ただし、当該議事につき書面でもってあらかじめ意思を表示した者及び代理人をし

て評決を委任した者は、出席役員数の数に加えることができる。

５ 総会の議事は、出席役員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。

６ 議長は、必要があると認めたときは、総会に特別役員及びその他の関係者の出席を求め、

意見を聞くことができる。

（運営委員会）

第１０条 運営委員会は、運営委員長及び別表に掲げる運営委員を構成員として、本会の目的

達成に必要な事務を行う。

２ 運営委員会に必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第１１条 本会の事務を処理するため、事務局を群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課

に置く。

２ 事務局長は、群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課長とする。

３ 事務局に必要な事項は、会長が別に定める。

（経費）

第１２条 本会の経費は、補助金、負担金、協賛金、寄附金及びその他の収入をもって充てる。



（会計）

第１３条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わるものとする。

２ 事業報告及び決算は、監事の監査を経て、総会の承認を受けなければならない。

３ 本会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（雑則）

第１４条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則

この規約は、平成２８年６月２２日から施行する。

附 則

この規約は、平成２９年６月２６日から施行する。

附 則

この規約は、平成３０年６月２７日から施行する。

附 則

この規約は、令和元年５月８日から施行する。

附 則

この規約は、令和元年７月１日から施行する。

附 則

この規約は、令和２年４月１日から施行する。


